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東北大･電子工学(通研 ) 近 藤 宏
フラクタルは普通,自己相似性,スケール不変性,膨張対称性などと言い換えることがある｡
これら三語はほぼ同義語である｡ここで,相似変換の一般化であるアフィン変換に呼応させて,
自己相似に対する自己アフィン性も定義でき,"Self-affinefractal"の概念が当然存在する
(これもマンデルブローによる)｡自己アフィン性とはスケール不変性が方向に依存することで
あり,膨張に関しては自己相似性に比べて対称性が低くなる｡そこに自己相似フラクタルには
見られなかった面白い性質が顕現する秘密がある｡以下に,自己相似フラクタルと自己アフィ
ンフラクタルを比較することを主に述べ,異方的成長をするDLAの例を簡単に示す｡ (空間
次元が2の場合に限って議論する)
§自己相似フラクタルと自己アフィンフラクタル
図1はSierpi言skicarpetと呼ばれる自己相似フラクタル生成のためのジェネレー ターであ
る｡黒いBoxに元の全体の図形の縮小したものを｢内挿｣する操作を無限に繰り返すことによ
り,内部にフラクタル構造ができる｡逆に ｢外挿｣により成長パ ターンの様に,外部-次々と
拡大して行ってもよい｡相似変換であるから当然 ｢穴｣などの特徴的かたちは,いかなるスケ
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